
　今回は、長久手産直友の会の中島守さんの圃場へ訪問し、サトイモの管理と防除について案内を
しました。
　中島さんは、主にサトイモ、タマネギ、ジャガイモ、キュウリなどを栽培しています。

　① 潅水の必要性

サトイモは、25～30℃程度の高温多湿を
好み、乾燥を嫌います。特に7月中旬から9
月にかけて潅水に心掛けましょう。

　② 土寄せの実施

土寄せを行うと、芋が肥大するスペースが
できるため、月1回を目安に継続的に土寄
せをしましょう。

　③病害虫対策

・アブラムシ
葉から吸汁して生育不良をもたらすほかウイルス病であるモザイク病を媒介するため、すぐに防除する
必要があります。アディオン乳剤やウララDFなどが有効です。

・セスジスズメ、ハスモンヨトウ
葉を食いつくし、放置すると生育に深刻な被害が出るため、初期防除が重要です。セスジスズメにはアディ
オン乳剤・ディアナSC、ハスモンヨトウはグレーシア乳剤・ブロフレアSC・トレボン乳剤等などが有効です。

　今回、中島さんの圃場では害虫は確認されませんでしたが、見かけた時は捕殺や農薬での初期防除を
するように提案しました。
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サトイモの病害虫対策

アディオン乳剤

●希釈倍数：2,000～3,000倍
●使用量：100～300L/10a
●使用時期：収穫7日前まで
●使用回数：5回以内

グレーシア乳剤

●希釈倍数：2,000～3,000倍
●使用量：100～300L/10a
●使用時期：収穫7日前まで
●使用回数：2回以内

～ 家庭菜園に役立つ基礎を学ぼう～

初心者向け

講習内容

● 土づくりの基本
　土の条件や肥料の選び方、連作障害の対策など
● 農薬の使い方
正しい農薬の使い方や農薬を使わない栽培方法

　について
● 栽培管理のポイント
　野菜ごとの育て方のコツやオススメ品種の紹介

7月1日（火）から申し込み開始！！詳しくはP19P19をご覧ください。

秋冬野菜の栽培講習会秋冬野菜の栽培講習会

ナスを長期間楽しむには？
ナスを長期間楽しむカギは「肥料切れ」の予防です。ナスは生育期間が長く、肥料切れを起こしやす
いので、2～3週間に1度のペースで追肥を行います。窒素・リン酸・カリはもちろん、カルシウム・マ
グネシウムを含む肥料を選びましょう。

梅雨明け後の乾燥にも注意が必要です。乾燥時
は畝に敷きわらなどをして乾燥を防ぎ、畝間に
たっぷりと潅水しましょう。
水と肥料を切らさずに育てたナスは、10～11月頃
まで長期間にわたって楽しむことができます。ナス
栽培のコツを掴み、目標「1株100個以上収穫」を
目指して美味しいナスをどっさり収穫しましょう。
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農業に関するご質問や疑問に
出向く営農の職員がお答えします。
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　中島さんは、季節に合わせた様々な野菜を栽培しており、長久手グリーン
センター・瀬戸グリーンセンターの産直へ出荷しています。
　ご来店の際はぜひ手に取ってみてください。

いよいよ秋冬野菜の準備に取りかかる季節となりました。
当JAでは毎年、家庭菜園に役立つ基礎知識や栽培のポイントを学べる「栽培講習会」
を各地域で開催します。

キャッシュカード・ローンカードを喪失（紛失、盗難など）したときは フリーダイヤル 0120－089286
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を解決！

営農職員が基礎から
わかりやすく説明します。

健康な状態の例健康な状態の例健康な状態の例
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訪問日：5月20日

1011


